
                          

部
島
に
代
官
詰
所
を
設
け
与
論
島
と
も
あ
わ
せ
管
轄
し
た
。 

 

代
官
詰
所
の
位
置
は
、
現
在
の
和
泊
農
協
お
よ
び
鹿
児
島
銀
行 

沖
永
良
部
支
店
の
敷
地
で
、
こ
れ
を
大
仮
屋
と
呼
ん
で
い
た
。
附 

役
官
舎
の
位
置
は
、
今
の
和
泊
郵
便
局
向
か
い
側
で
こ
こ
を
中
仮 

屋
と
呼
ん
で
い
た
。
横
目
官
舎
の
位
置
は
、
現
在
の
撰
正
蔵
氏
宅 

の
東
側
お
よ
び
東
北
の
二
ヵ
所
に
設
け
ら
れ
、
東
側
を
東
仮
屋
、 

北
側
を
西
仮
屋
と
呼
ん
で
い
た
が
、
安
政
四
年
に
至
り
東
西
仮
屋 

を
他
に
移
転
し
た
。 

二 

代
官
所
の
職
制 

 

代
官 

一
人
。
藩
公
の
代
理
と
し
て
無
上
の
権
力
を
有
し
島
政 

 
 
 

を
処
理
し
た
。
も
っ
と
も
十
三
代
ま
で
は
代
官
と
言
わ
ず 

 
 
 

奉
行
と
称
し
か
。（「
大
島
代
官
記
」
に
よ
る
と
寛
永
十
四 

 
 
 

年
ま
で
は
奉
行
と
い
い
、
寛
永
十
六
年
以
降
は
代
官
と 

 
 
 

な
っ
て
い
る
。） 

 

横
目
（
検
事
） 

一
人
。
一
に
見
聞
役
ま
た
は
検
事
と
も
称
し
、 

 
 
 

罪
人
の
糺

問

き
ゆ
う
も
ん

そ
の
他
為
政
上
監
督
の
地
位
に
あ
っ
た
寛 

 
 
 

永
十
八
年
以
来
二
人
に
増
加
し
た
。 

附
役 

二
人
。代
官
に
付
随
し
て
島
内
全
般
の
事
務
を
処
理
す
。 

 

第
三
節 

代
官
所
の
機
構 

  

一 

代
官
所
の
設
置 

  

慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
島
津
氏
の
琉
球
入
り
後
、
大
島
五 

島
は
薩
摩
直
属
に
帰
し
た
。
そ
し
て
、
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
） 

初
め
て
大
島
に
代
官
所
が
設
置
さ
れ
、
法
元
仁
右
衛
門
が
初
め
て 

代
官
奉
行
と
し
て
赴
任
し
て
か
ら
大
島
統
治
の
中
枢
と
し
て
、
喜 

界
島
を
も
管
轄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

喜
界
島
は
大
島
代
官
所
の
所
管
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
六
年
（
一 

六
九
三
）
島
民
の
願
い
に
よ
り
あ
ら
た
め
て
代
官
を
置
か
れ
た
。 

 

徳
之
島
は
大
島
本
島
に
遅
れ
る
こ
と
三
年
、
元
和
二
年
（
一
六 

一
六
）
に
至
り
初
め
て
代
官
と
し
て
相
良
勘
解
由
が
赴
任
し
た
。 

 

沖
永
良
部
・
与
論
の
二
島
は
と
も
に
徳
之
島
代
官
の
統
治
す
る 

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、そ
れ
か
ら
七
十
五
年
を
経
て
元
禄
三
年（
一 

六
九
〇
）
徳
之
島
か
ら
分
離
し
、
翌
四
年
（
一
六
九
一
）
沖
永
良 

       
 
 

寛
永
十
八
年
以
来
三
人
に
増
加
し
た
。 

書
役 

数
名
。
代
官
の
指
揮
に
従
い
、
附
役
を
補
佐
し
、
庶
務 

 
 
 

に
当
た
っ
た
。 

(付) 

代
官
、
横
目
、
附
役
は
藩
庁
よ
り
派
遣
さ
れ
、
最
初
は 

 
 
 
 

二
年
ま
た
は
三
年
で
あ
っ
た
が
、
後
に
四
年
交
代
と 

 
 
 
 

な
っ
た
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
単
身
で
赴
任
し
た
か
ら
、 

 
 
 
 

多
く
は
妾

め
か
け

を
お
い
た
。
こ
れ
を
ア
ン
グ
シ
ヤ
リ
（
姉 

 
 
 
 

御
志
良
礼
）
と
い
い
、
そ
の
給
料
は
島
費
で
支
弁
し
た 

 
 
 
 

の
で
あ
る
。 

三 

間
切
役
所
の
職
制 

 

地
方
の
行
政
区
画
は
琉
球
服
属
時
代
と
同
じ
く
三
間
切
で
、
地 

方
行
政
の
中
枢
を
間
切
役
場
と
い
っ
た
。
各
間
切
の
役
場
は
い
ず 

れ
も
和
泊
村
に
あ
っ
た
。 

 

各
間
切
の
役
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

大
親
役

う
ふ
や
や
く 

一
人
。
間
切
一
切
の
事
に
当
た
る
。
知
行
二
十
石
御 

 
 
 
 

切
米
五
石
。（
位
階
、
髪
指
、
琉
球
時
代
に
同
じ
） 

 

与
人
役

よ
ひ
と
や
く 

一
人
。
大
親
を
補
佐
し
、
主
と
し
て
戸
籍
を
つ
か
さ 

 
 
 
 

ど
り
、
罪
人
糺

問

き
ゆ
う
も
ん

に
当
た
る
。
知
行
十
石
御
切
米
二
石
。 
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目
指 

数
人
。
大
親
、
与
人
の
指
揮
に
従
い
、
庶
務
に
従
事
す
。 

 
 
 
 

知
行
五
石
。 

 

筆
子

て
つ
こ 

数
人
。
間
切
の
庶
務
に
従
事
す
。
役
料
一
人
一
日
米
五 

 
 
 
 

合
宛
。 

 

掟
お
き
て

役 

数
人
。
庶
民
と
接
す
る
こ
と
多
く
、
会
合
お
よ
び
協 

 
 
 
 

議
の
際
議
長
と
な
り
、
殖
産
の
指
導
に
当
た
る
。
役
料 

 
 
 
 

一
人
一
日
米
五
合
宛
。 

 

功こ
う

才せ 

数
人
。
掟
役
を
補
佐
す
。
夫
役
を
免
ぜ
ら
れ
る
。（
夫 

 
 
 
 

役
と
は
労
働
の
賦
課

ふ

か

で
あ
る
） 

 

居
番

ゐ
ば
ん 

 

村
民
輪
番
に
て
こ
れ
を
勤
む
。
村
役
場
の
小
使
で
あ 

 
 
 
 

る
。 

 

お
よ
そ
一
村
に
事
が
あ
れ
ば
村
集
会
所
に
お
い
て
村
民
全
体
の 

協
議
を
も
っ
て
決
行
し
、
掟
役
こ
れ
を
指
導
し
た
。
一
ヶ
間
切
に 

関
す
る
事
は
掟
役
の
合
議
を
も
っ
て
大
親
役
こ
れ
を
処
決
し
た
。 

罪
人
糺
問
と
戸
籍
調
査
は
与
人
役
こ
れ
を

掌
つ
か
さ
ど

り
、
全
島
に
関
す 

る
事
柄
は
大
親
役
の
協
議
に
従
い
中
央
代
官
こ
れ
を
指
導
し
た
。 

 

元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
古
制
を
改
め
、
大
親
役
を
廃
し
与
人 

役
を
も
っ
て
大
親
役
に
代
え
た
。
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
至 

り
横
目
役
を
増
置
し
、
元
禄
以
後
さ
ら
に
増
員
し
て
与
人
の
補
佐 

と
し
た
。
横
目
役
は
い
ず
れ
も
銀ぎ

ん

簪
を
許
さ
れ
、
そ
の
地
位
お
よ 

       

沖
永
良
部
島
に
お
い
て
は
、
琉
球
服
属
時
代
の
制
を
襲
用
し
た 

よ
う
で
あ
る
が
、
後
に
多
尐
の
改
廃
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

与
人 

三
名
。
各
知
行
十
石
、
島
中
一
切
の
行
政
事
務
を
統
轄 

 
 
 
 

す
。
簪
黄
鉢
巻
を
許
さ
る
。
子
は
空
役
と
し
て
夫
役
を 

 
 
 
 

免
ぜ
ら
る
。 

 

目
指 

三
名
。役
料
知
行
五
石
、一
に
オ
ヨ
ビ
ヂ
ウ
と
も
称
え
、 

 
 
 
 

与
人
の
指
揮
を
受
け
て
庶
務
を
処
理
す
。 

 

 

筆
子 

三
名
。役
料
一
人
一
日
米
五
合
、俗
に
テ
ン
グ
と
称
え
、 

 
 
 
 

主
に
倉
庫
を
保
管
し
、
そ
の
出
入
を
掌
る
。 

 

掟 

十
八
名
。役
料
一
人
一
日
米
五
合
、俗
に
ウ
ッ
チ
と
称
え
、 

 
 
 
 

村
の
長
に
し
て
村
を
代
表
し
村
内
を
統
理
す
。 

 

功
才 

人
員
数
十
名
。
掟
を
補
助
し
村
内
の
事
務
を
掌
る
。
二 

 
 
 
 

十
年
勤
続
す
れ
ば
一
生
の
夫
役
を
免
ぜ
ら
る
。 

 

作
見
回 

人
員
二
十
九
名
。
年
貢
糖
の
植
付
け
、
施
肥
、
収
穫 

 
 
 
 

の
監
察
・
督
励
を
な
す
。 

 

居
番 

村
民
輪
番
に
こ
れ
を
勤
む
。村
役
所
の
小
使
い
で
あ
る
。 

  

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
な
っ
て
横
目
役
を
増
置
し
て
与
人 

を
補
佐
せ
し
め
た
。 

 

間
切
横
目 

人
員
七
名
。
享
保
三
年
に
置
か
る
。
役
料
四
石
。 

び
職
制
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

間
切
横
目 

惣
横
目
と
も
い
い
、
犯
人
糺
問
、
戸
籍
整
理
等
監 

 
 
 
 

督
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。
年
給
米
四
石
。
ほ
か
に
勤 

 
 
 
 

務
日
数
に
応
じ
一
日
人
夫
一
人
宛
を
受
け
、
そ
の
子
息 

 
 
 
 

は
空
役
（
公
の
夫
役
を
免
ぜ
ら
れ
る
こ
と
）
と
な
る
。 

 

黍
横
目 

甘
蔗
の
事
を
掌
る
。
年
給
米
三
石
六
斗
。
ほ
か
に
勤 

 
 
 
 

務
日
数
に
応
じ
、
一
日
人
夫
一
人
宛
を
受
け
、
そ
の
嫡 

 
 
 
 

子
に
限
り
空
役
と
す
。 

 

田
地
横
目 

田
地
の
事
を
取
り
扱
う
。
勤
務
日
数
に
応
じ
一
日 

 
 
 
 

米
五
合
。
人
夫
一
人
宛
を
受
く
。 

 

津
口
横
目 

船
舶
の
出
入
を
検
査
す
。
役
料
同
右
。 

 

竹
木
横
目 

砂
糖
樽
用
の
榑く

れ

木き

そ
の
他
の
竹
木
の
事
を
掌
る
。 

 
 
 
 

役
料
同
右
。 

 

黍
横
目
以
下
竹
木
横
目
ま
で
は
、
い
ず
れ
も
元
禄
十
一
年
以
後 

に
増
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

以
上
は
大
島
本
島
に
お
け
る
職
制
で
あ
る
が
、
徳
之
島
に
お
い 

て
は
、
与
人
六
名
、
惣
横
目
六
名
、
黍
横
目
七
名
、
田
地
横
目
六 

名
、
津
口
横
目
（
不
明
）、
竹
木
横
目
（
不
明
）、
目
指
六
名
、
筆 

子
六
名
、
黍
見
回
（
不
明
）、
掟
二
十
四
名
、
と
見
え
て
い
る
。 

        
 
 
 
 

与
人
を
補
佐
し
庶
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

 

津
口
横
目 

人
員
三
名
。
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
置
か
る
。 

 
 
 
 
 

出
入
船
舶
の
検
査
、
砂
糖
密
売
の
取
り
締
ま
り
。
外 

 
 
 
 
 

国
船
他
藩
船
の
漂
着
な
ど
の
と
き
取
り
締
ま
り
を
な 

 
 
 
 
 

す
。 

 

田
地
横
目 

人
員
六
名
。
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
置
か 

 
 
 
 
 

る
。
津
口
横
目
と
し
て
兼
務
せ
し
む
。
役
料
三
石
六 

 
 
 
 
 

斗
。
作
見
回
り
を
し
て
耕
作
収
穫
を
督
励
す
。 

 

山
方
横
目 

人
員
三
名
。
宝
暦
年
間
に
置
か
る
。
山
林
の
保
護 

 
 
 
 
 

お
よ
び
植
林
の
奨
励
を
な
す
。 

 

黍
横
目 

甘
蔗
裁
培
の
強
制
、
施
肥
の
督
励
を
な
し
、
砂
糖
の 

 
 
 
 
 

増
殖
を
は
か
る
を
任
務
と
す
。 

 

右
の
ほ
か
に
代
官
に
出
仕
す
る
書
役
四
人
、
書
役
定
助
四
人
、 

書
役
助
二
人
、
唐
通
事
あ
り
。 

 

与
人
、横
目
、書
役
は
藩
庁
御
家
老
に
お
い
て
こ
れ
を
任
免
し
、 

そ
れ
以
下
は
代
官
に
お
い
て
こ
れ
を
任
免
し
た
。 

 

定
助 

 

書
役
の
定
員
に
な
っ
て
い
る
の
を
替
役
、
ま
た
は
定 

 
 
 
 

助
と
い
い
、
書
写
・
文
案
作
成
に
当
た
る
。 

 

書
役
助 

島
役
人
が
自
分
の
子
供
ら
を
願
い
出
て
、
書
役
見
習 

 
 
 
 

稽
古
、
茶
番
な
ど
と
い
う
名
目
で
代
官
所
に
採
用
さ
れ 
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る
者
が
い
た
が
、
見
習
が
だ
ん
だ
ん
書
写
や
連
絡
文
が 

 
 
 
 

上
手
に
な
っ
て
く
る
と
、
書
役
助
と
い
う
名
称
が
つ
け 

 
 
 
 

ら
れ
、
代
官
所
の
書
役
に
欠
員
が
あ
れ
ば
そ
の
ま
ま
書 

 
 
 
 

役
に
な
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
費
用
は
全
部
親
が
負
担
す 

 
 
 
 

る
。 

唐
通
事 

寛
保
三
年(
一
七
四
三
）
か
ら
こ
の
役
が
置
か
れ
た
。 

 
 
 
 

支
那
ま
た
は
朝
鮮
と
交
渉
の
お
こ
る
際
に
お
け
る
通
訳 

 
 
 
 

の
こ
と
で
、
鹿
児
島
ま
た
は
琉
球
に
留
学
し
て
支
那
語 

 
 
 
 

を
修
業
し
た
者
が
こ
の
役
に
任
用
さ
れ
、
役
格
は
横
目 

 
 
 
 

格
な
い
し
与
人
格
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 

天
保
年
間
に
、
夏
鼎
幹
（
夏
鼎
用
男
）、
曽
勲
は
学 

 
 
 
 

力
が
あ
り
、
唐
語
を
よ
く
し
た
の
で
、
共
に
唐
通
事
に 

 
 
 
 

任
ぜ
ら
れ
た
。 

226 


